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CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）
を使った化学物質リスクアセスメントについて

本日、お話しさせていただく内容

１ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）とは

２ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の入手方法

３ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の構成

４ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）を使ったリスクアセスメントの実施

令和６年４月から全面施行された「新たな化学物質規制」においては、化学物質に対するリスクアセ
スメントの実施やリスクアセスメント結果に基づくリスク低減対策の実施が重要な取組となっています。
今回は、化学物質にかかるリスクアセスメント・リスク低減対策の検討に当たって、有効なツールで

ある「CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）」につきまして、以下の流れで説明させていただきます。

リスクアセスメント

リスク低減対策

CREATE-SIMPLE
（ｸﾘｴｲﾄ･ｼﾝﾌﾟﾙ）

☠

- 2 -



リスク低減措置
（危険・有害性を下げる対策）
の検討

１ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）とは

リスクアセスメント
（危険・有害性の見積もり）
を実施する作業

製造・取扱う化学物質の
危険・有害性
（SDS・製品安全データシート）

作業条件
（取扱量・作業性質・換気条件・
作業時間・作業頻度・皮膚接触・
手袋使用・教育訓練）

リスクアセスメント
（危険・有害性の見積もり）
結果の表示

入力 出力

☠

☠

吸入

経皮
吸収

危険性
（爆発・火災等）

リスク
高

低

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

CREATE-SIMPLE
（クリエイト・シンプル）

１ ２

厚生労働省が開発した幅広い業種向けの簡単な化学物質リスクアセスメントの手法・ツールのひとつで、簡単な質問に
答えていくだけで３種類のリスク（吸入・経皮吸収・危険性）を見積もることができるものです。

３

☠

リスクの再判定
（リスク低減措置の効果確認）

４

出力 入力

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

措置前 措置後
リスク
高

低
手袋

呼吸用
保護具

帯電防止
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２ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の入手方法

「職場のあんぜんサイト」を検索す
る。

CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）は「職場のあんぜんサイト」からダウンロードが可能です。

「職場のあんぜんサイト」とは
労働災害統計、労働災害事例や安全衛
生のための教材・ツール等の労働災害
防止に役立つ情報を発信する、厚生労
働省のサイトです。
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「化学物質」を選択する。

化学物質に関する各種メ
ニューが表示されるので、
「化学物質のリスクアセスメ
ント実施支援」を選択する。

化学物質関係では、法適用があ
る物質の検索情報やモデルとな
るSDS（製品安全データシート）
等、様々な情報を掲載していま
す。

「化学物質のリスクアセスメン
ト実施支援」には、リスクアセ
スメントの実施やリスク低減対
策に関する情報も掲載されてい
ます。

「リスクアセスメント支援
ツール」の「詳しくはこち
ら」を選択する。

- 5 -



「リスクアセスメント支援ツー
ル」には、今回説明するCREATE-
SIMPLE（クリエイト・シンプ
ル）以外にも、様々な手法のリ
スクアセスメント用のツールが
掲載されています。

「リスクアセスメント支援
ツール」の画面を少し下方に
スクロールする。

上から４つ目に、今回説明す
るCREATE-SIMPLE（クリエイ
ト・シンプル）が掲載されて
います。
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CREATE-SIMPLE（ク
リエイト・シンプ
ル）を選択

【参考】
こちらの各項目を選択
することで、この画面
からCREATE-SIMPLE（ク
リエイト・シンプル）
のファイルやマニュア
ルを直接ダウンロード
することもできます。

画面を下方にスクロールする。

今回説明するCREATE-SIMPLE（ク
リエイト・シンプル）の特徴や
使用上の注意点、運用の流れ等
が解説されています。

- 7 -



CREATE-SIMPLE（クリエイト・シ
ンプル）の特徴や使用上の注意
点、運用の流れ等が解説されて
います。
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CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の使用方
法を解説した「マニュアル」やより詳細な設計を記
した「設計基準」もダウンロードできます。
まずは、「マニュアル」を見ながらリスクアセスメ
ントを進めてください。
（本資料では、「マニュアル」の内容を、少しかみ
砕いた形で説明したうえで、実際に操作を行った画
面を紹介しています。）
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リスクアセスメントの結果を踏まえて、リスク
低減措置を検討し、リスクの再判定を行うシー
ト。

製造・取扱う化学物質の危険・有害性や作業条
件を入力することでリスクアセスメント（危
険・有害性の見積もり）を行うシート。

３ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）の構成
CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）のエクセルファイルを開くと、５つのシートから構成されていることが分か
ります。各シートにはそれぞれ役割がありますが、初めてリスクアセスメントを行う場合は、「リスクアセスメント
シート」と「実施レポート」の操作方法を覚えてください。

製品DB結果一覧実施レポートリスクアセスメントシートトップ

リスクアセスメントシート

実施レポート

↑3ページ
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8時間短時間

製造・取扱う化学物質の危険・有害性
や作業条件を入力することでリスクア
セスメント（危険・有害性の見積も
り）を行うシート。

リスクアセスメントシート

STEP1 リスク対象物の基本情報の入力

STEP2 成分に関する情報の入力

STEP3 物質情報、作業条件等の入力

STEP4 リスクの判定（５種類）

名称・場所・物質の性状（液体・粉体・
気体）・リスクアセスメントを行う対象
（吸入・経皮吸収・危険性）

検索・SDSから入力

取扱量、特殊作業（スプレー・
塗布）、換気条件、作業頻度・
時間、ばく露の変動の大きさ

皮膚接触面積、手袋着用、教育

取扱温度、着火源、爆発性雰囲
気、有機物・金属取扱い、空気
や水との接触状況

合計

経皮
吸収 危険性

吸入は
2種類

「リスクアセスメントシート」
はSTEP1～3について、必要事項
の入力を行うと、STEP4で判定さ
れたリスクが表示される仕組み
となっています。

また、STEP1で「吸入」「経皮吸
収」「危険性」のどの項目につ
いてリスクアセスメントを行う
かを選択し（複数選択可）、そ
の結果がSTEP4の判定に反映され
ます。
（STEP1～3でリスク判定に必要な項目
の入力を行うことが前提です。）
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リスクアセスメントの結果を踏まえて、
リスク低減措置を検討し、リスクの再
判定を行うシート。

実施レポート

STEP5リスク低減措置の内容検討支援

「リスクアセスメントシート」
に入力した
●作業条件（STEP3）
●リスク判定結果（STEP4）
が表示される。

検討するリスク低減対策を入力
する（呼吸用保護具はここで初
めて入力可能。）

「リスクの再判定」を選択

表示される内容
●リスクの再判定結果
●再判定を行った作業条件
●有害性・危険性への対応に関
するコメント

詳細なリスクアセスメント結果
や検討したリスク低減措置の内
容、実施時期等を入力する。

「実施レポート」は「リスクア
セスメントシート」のSTEP4で判
定されたリスクを基に、リスク
低減対策を検討し、検討結果を
踏まえてリスクの再判定を行う
仕組みとなっています。

リスクの再判定を行った際には、
有害性等に対する対応上の注意
点にかかるコメントも表示され
ます。

下方の詳細なリスクアセスメン
ト結果以下の項目は、結果の記
録を操作者自身が入力し保存す
るものです。
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４ CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）を使ったリスクアセスメントの実施
それでは、CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）を使用して、実際にリスクアセスメントとリスク低減対策の検討、
そしてリスクの再判定を行ってみましょう。

作業内容
業務用クレンザーを使用した
用具の手洗い洗浄作業

業務用
クレンザー

【業務用クレンザーについて（抜粋）】

成分：2,2´－イミノジエタノール １．０％

危険性・有害性：
皮膚腐食性／刺激性：区分2
特定標的臓器毒性：区分1 等

適用法令
安衛法 通知対象物質（法第57条第1項…）

危険性又は有害性を調査すべきもの
（法第57条第3項）

☠

リスクアセスメント
対象物

回答質問

微量（10ml以上～100ml未満）取扱量1

いいえスプレー作業等2

いいえ（1㎡以上では無い）塗布面積3

換気レベルB（全体換気）換気状況4

30分超～1時間以下作業時間（日）5

週1回以上 → 5日／週頻度6

変動が大きい作業ばく露濃度変動7

両手及び手首皮膚接触面積8

手袋の着用を行っていない手袋着用9

教育や訓練を行っていない教育10

室温取扱温度11

はい着火源対策12

いいえ爆発性雰囲気13

はい有機物・金属14

はい空気・水接触15

◆作業条件

☠ 吸入
☠

経皮
吸収

危険性
（爆発・火災等）

リスクアセスメント
対象

CREATE-SIMPLE（クリエイト・シンプル）で判定できる３種類全てのリスク判定を行います。
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STEP1 リスク対象物の基本情報の入力

名称、場所、取扱製品（化学物質含有）、作業内容、物質
の性状（液体・粉体・気体）等を入力します。

POINT1 POINT2

POINT1
リスクアセスメントを行う対象（危険性・有害性）を選

択します（複数選択可）。

POINT2
リスクアセスメントを実施する物質の数を入力します。

取り扱う製品に複数の化学物質が含まれている場合は、そ
の数を入力します。

POINT3

STEP2 成分に関する情報の入力

製造・取扱う化学物質とその含有率を入力します。
（製品のSDS（製品安全データシート）等を確認し物質名
や含有率を入力してください。）

POINT4

POINT3
CAS番号や名称検索により化学物質を検索・選択できま

す。
今回は「物質一覧から選択」をクリックし、名称画面か

ら検索を行います。

POINT4
取扱製品内の化学物質の含有率をSDS（製品安全データ

シート）等で確認し、パーセントを入力します。
今回は、含有率が１％ですので、「1」と入力します。

POINT5

POINT5
POINT2で「2」以上の数字を入力した場合、入力した数

字に応じた化学物質の検索・選択、含有率の入力を行いま
す。今回は１物質のみです。- 14 -



STEP3 物質情報、作業条件等の入力

Q1～15の作業内容に関する質問に答えていきます。

POINT6

POINT7

POINT8

POINT6
換気レベルをA（悪）～F（良）の6段階で入力してくだ

さい。
目安としては、

●換気のない密閉された部屋 ・・・A
●窓やドアが開いている部屋、一般的な換気扇のある部屋、
ビル内で全体空調がある部屋、大空間の屋内の一部

・・・B
●工業的な全体換気装置のある部屋
屋外作業 ・・・C

●プッシュプル型換気装置 ・・・D
今回は、一般的な換気扇のある部屋の作業であることか

ら「B（全体換気）」を選択。
詳細は「設計基準」の17パージを参照してください。

POINT7
ばく露の変動が小さい作業（例）
●製造ラインにおける製品の自動洗浄
●性能等が確保された局所排気装置が設置されている作

業場における洗浄作業
ばく露の変動が大きい作業（例）
●局所排気装置が設置されていない、又は性能等が確保

されていない作業場における化学品の投入・計量、手作業
による洗浄作業
今回は、局所排気装置が設置されていない作業場におけ

る手作業による洗浄作業のため「大きい」を選択。

POINT8
一例としては、

（基本的な教育）
●保護具着用管理責任者による化学防護手袋の取扱方法に
関する労働者への指導。
（十分な教育・訓練）
●取扱説明書に記載されている耐透過性クラス等を参考と
して、作業に対して余裕のある使用時間を設定し、その範
囲内で化学防護手袋を使用させる。
詳細は「設計基準」の27ページを参照してください。

回答内容の詳細については、「職場のあんぜんサイト」からダウンロードできる、「クリエ
イト・シンプルを用いた化学物質のリスクアセスメントマニュアル（マニュアル）」と
「CREATE-SIMPLEの設計基準（設計基準）」で確認できます。 - 15 -



POINT10

POINT9

POINT9
着火源となりうる裸火や静電気などを取り除く対策がと

れているかにより選択してください。
●静電気対策が講じられている
●近傍に裸火や高温部は存在しない
●金属同士の接触等火花が生じる恐れのある作業は行っ

ていない
●取扱う化学物質に摩擦や強い衝撃を与えるおそらのあ

る作業は行っていない。
詳細は、「マニュアル」の21から22ページ、「設計基

準」の40パージを参照してください。

POINT10
「爆発性雰囲気」とは、
可燃性物質である引火性液体の蒸気やミスト、可燃性ガス
が存在し、そこに着火源となる電気火花や高温部が共存し
たときに、爆発や火災のリスクが生じる状況のことです。
対策の一例としては、
●不要な可燃性ガス・液体の残留を除去する
●換気によって可燃性ガス・上記の放出を管理する
詳細は、「マニュアル」の21・23ページ、「設計基準」

の40パージを参照してください。
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STEP4 リスクの判定（５種類）

STEP1～3の各項目を入力を行ったうえで、
「リスクを判定」をクリックすると、「リス
クレベル」、「判定結果」が表示されます。

短時間

8時間

合計

経皮
吸収

危険性

吸入は
2種類

Ⅱ-A（小さなリスク）

Ⅰ（些細なリスク）

Ⅳ（至急リスクを下げる対策
を実施しましょう）

Ⅳ（大きなリスク）

Ⅰ（些細なリスク）

今回リスクアセスメント
を行った作業のリスク判定結果

リスク判定は通常4段階ですが、吸入（8時間）はⅡが2段階
「Ⅱ-A（小さなリスク）」と「Ⅱ‐B（懸念されるリスク）」
に分かれ、5段階の判定となります。

危険性
（爆発・火災等）

合計
（吸入＋経皮）経皮吸収

吸入
短時間8時間

大きなリスク至急リスクを下げる対策を
実施しましょう。大きなリスクⅣ

中程度のリスクリスクを下げる対策を
実施しましょう。中程度のリスクⅢ

小さなリスク良好です。機器や器具、作業手順など
の管理に努めましょう。

小さな
リスク

Ⅱ-B懸念されるリスク
Ⅱ

Ⅱ-A小さなリスク
些細なリスク十分に良好です。些細なリスクⅠ

リスクアセスメントを
行った結果、リスクレベル
がⅣと判定された「経皮吸
収」と「合計」については
大きなリスクであり、至急
対策を検討する必要があり
ます。
また、Ⅱ-Aと判定された

「吸入（8時間）」について
も、リスクレベルをⅠにす
るための対策を検討する必
要があります。- 17 -



STEP5リスク低減措置の内容検討支援

リスクアセスメントシートで判定され
たリスクレベルを基に、作業条件の改
善を検討すること等によりリスク低減
対策を検討しましょう。

「リスクアセスメントシート」のSTEP4でリスクの判定が完了し
たら、「実施レポートに出力」をクリックします。
「実施レポート」を開くと、赤破線内に「リスクアセスメント
シート」のSTEP3で入力した作業条件と、STEP4で判定されたリ
スクレベルがコピーされます。
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「実施レポート」の緑破線内の「リスク低減対策の検討」で以下の操作を
行います。
●リスクアセスメントの際に設定した作業条件を改善する。
●（吸入については）「［オプション］呼吸用保護具」、「フィットテス
トの方法」を入力する。

リスクの再判定

リスク低減対策現状設問
耐透過性・耐浸透性の手袋

の着用している
手袋を使用していないQ9.化学防護手袋

十分な教育や訓練を行って
いる

教育や訓練を行っていな
い

Q10.保護具の教育

まず、経皮吸収に関係する以下の2項目について、作業条件を改善する対策を
検討し、入力しました。

「リスクの再判定」をクリックすると、
「実施レポート」の紫破線内の「対策後」に「リスク低減対策の検討」に
入力した内容が反映（変更部分は黄色の網掛けで表示）され、さらに、
「リスク再判定結果」に、検討したリスク低減対策を踏まえたリスクレベ
ルが表示されます。

反映

再判定

対策後現状
Ⅱ-A 小さなリスクⅡ-A 小さなリスク8時間

吸入 Ⅰ些細なリスクⅠ些細なリスク短時間
Ⅲリスクを下げる対策を
実施しましょう

Ⅳ至急リスクを下げる
対策を実施しましょう経皮吸収

Ⅲ中程度のリスクⅣ大きなリスク合計
Ⅰ些細なリスクⅠ些細なリスク危険性

リスク再判定を行った結果、「経皮吸収」と「合計」のリスクレベルは
下がったものの、Ⅲであることから、更に有効な対策を検討する必要があ
ります。
また、「吸入（8時間）」はⅡ-Aのままであることから、引き続きリスク

レベルをⅠにするための対策を検討する必要があります。

◆ リスク再判定の結果
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「リスクの再判定」の結果、リスクレベルが許容で
きるレベルまで下がらなかったことから、「リスク
低減対策の検討」に作業条件の改善を追加で入力し、
「リスクの再判定」を行いました。

対策後現状
Ⅰ些細なリス
ク

Ⅱ-A 小さな
リスク8時間

吸
入 Ⅰ些細なリス

ク
Ⅰ些細なリ
スク短時間

Ⅱ良好です。
機器や器具、
作業手順など
の管理に努め
ましょう。

Ⅳ至急リス
クを下げる対
策を実施しま
しょう

経皮吸収

Ⅱ小さなリス
ク

Ⅳ大きなリ
スク合計

Ⅰ些細なリス
ク

Ⅰ些細なリ
スク危険性

改めてリスク低減対策を検討し、リスク再判定を
行った結果、「経皮吸収」と「合計」のリスクレベ
ルをⅡに下げることができました。
また、「吸入（8時間）」もⅠ下げることができま

した。
「経皮吸収」と「合計」は、将来的にリスクレベ

ルをⅠまで下げることも目指しますが、ひとまずは
検討したリスク低減対策を実施する計画を策定し、
計画的に措置を進めましょう。

また「リスクの再判定結果」の下方のコメントも
確認し、確実に対策を進めていきましょう。

◆ リスク再判定の結果（最終）

以上で、初歩的な「リスクアセスメント」・「リスク低減対策の検討」・「リスク再判定」の一連の流れは完了です。
～ ご清聴ありがとうございました ～- 20 -


